
1. ベトナムにおける喫緊の医療政策課題である人工呼吸器関連肺炎（VAP）に向けた対策を、保健省直轄病院であるバッ
クマイ病院と軍中央病院である 108 病院より要請を受けた。

2. VAP の低減を目的とした10 項目よりなる独自の VAP 予防バンドルを策定し２病院に対する研修を推進する。

3. ２病院の医師・看護師を対象に VAP に関する訪越セミナーやオンラインセミナー、NCGM の呼吸器認定看護師による
実技指導、VAP データをグラフ化するアプリ（VISTA）の導入、また２病院の医師・看護師を NCGM に招聘し、人工
呼吸管理や VAP 対策について研修を行う。さらに訪日研修者を中核とした VAP サポートチーム（VST）を設立し、
VAP 対策を病院内に浸透させるとともに下位病院にも広めていく。

4. 保健省直轄・軍中央病院のような影響力のある病院での成果は、ベトナムにおける「VAP 予防ガイドライン」の制定
に、また VAP 対策に必要な医療資材の充足について「VAP 対策加算」の設置に大きく寄与することが期待できる。

6 月 専門家派遣（3 名）
・VAP に関するセミナー開催
・認定看護師による実技指導
・VISTA の導入・操作指導

10 月 研修生受入（8 名）
・日本の人工呼吸管理・集中治療管理
・VAP 対策の実技研修
・人工呼吸器の管理 (ME)

1 月 専門家派遣（3 名）
・VAP に関するセミナー開催
・認定看護師による実技指導
・VISTA を用いた VST 活動の指導

作成日：令和 5 年 2 月 10 日

ベトナム主要２病院に対する人工呼吸器関連肺炎（VAP）低減のための呼吸管理研修プロジェクト

国立国際医療研究センター
（ICU・国際医療協力局）

バックマイ病院
108 軍中央病院
（ベトナム・ハノイ）

専門家派遣

研修生受入
VISTA の開発

TXP Medical 社
（東京都）

保健省
（ベトナム・ハノイ）

VAP 予防ガイドライン・VAP 対策加算

所管

VISTA のカスタマイズ・技術サポート


	スライド 1

